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調 査 期 間　　平成 29年 3月 16日～3月 22日、3月 25日～3月 31日
調 査 主 体　　東北学院大学文学部歴史学科考古学専攻辻ゼミナール




































　　　　　　　・ 墳丘前方部墳頂部に第 3トレンチ、後円部墳頂に第 4トレンチを設定
し、埋葬部の上面精査。
平成 24年　第 2次調査　平成 24年 8月 6日～9月 12日
　　調査内容　・墳丘構造の確認
　　　　　　　・第前方部墳頂平坦面の第 3トレンチを拡張し、墳頂平坦面の様相確認。
　　　　　　　・ 後円部墳頂平坦面の第 4トレンチを拡張し、墳丘絵に 1辺 10 m程度
の高まりが存在することを確認
　　　　　　　・くびれ部両側に第 6、7トレンチを設定し、くびれ部を確認





平成 26年　第 4次調査　平成 26年　8月 5日～9月 11日
　　　　　　　・後円部墳頂の礫石経の掘り下げ、礫石経塚の全容を解明
　　　　　　　・墓壙平面、陥没校平面精査し、墓壙、陥没抗の確認と一部掘り下げ




平成 28年　第 6次調査　平成 28年 8月 7日～9月 8日
　　調査内容　・第 1主体部、第 2主体部の掘り下げ、精査
















































































































































































   
   
   
   
   
   
   
   

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































完形のもの（第 4図 1）は全長 1.7 cm、 直径 6 mmである。もう一つ（第 4図 2）は現存長
1.8 cm、縦 6 mm、横 5 mmの扁平な形をしている。他の 2つも扁平な形をしており、現





























⑤ 木棺を据え、埋葬行為と儀礼を行う。第 2主体部形成は第 1主体部と同じ段階に構
築される。











































福島県郡山市教育委員会　1982.3　『正直古墳群第 30・36号墳 ─ 発掘調査概要 ─』



















































の 1点（ビーズ No.7）である。紺色のガラス小玉で，大きく 2つに割れた状態で出土した。
2　分析方法
セイコーインスツルメンツ （株） 製エネ
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図 2　Group SIIBにおける様々な着色技法
図 3　銅・マンガン着色の Group SIIBの出現（左 : 宮山古墳　右 : 青塚古墳）
1.　銅 2.　銅＋マンガン 3.　マンガン 4.　鉄












































































に葬具の形を成すと考えられ、元々は通常の大型竪櫛 1個、葬具 7個の計 8個の竪櫛が置









































第 5図　第 1主体部竪櫛群出土状況 第 6図　第 1主体部竪櫛埋葬時復元
第 7図　大阪府土保山古墳竪櫛出土状況














第 2～6図　辻秀人他 2017「福島県喜多方市灰塚山古墳第 6次発掘調査報告」『東北学院大学論集　歴史と文
化』　第 52 号
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